
学校間の交流を生かした
授業展開の工夫

第５・６学年 国語科・書写の実践より

第5学年：「広がる、つながる、私たちの読書／千年の釘にいどむ」
「文字の組み立て方２ 『道』」「硬筆の学習 文字の組み立て方 中と外」

第6学年：「私と本／森へ」
「文字の組み立て方と点画のつながり２『歴史』」「硬筆の学習 文字の組み立て方 中と外」



デメリットを
克服するヒントは

・ 多様な意見が出にくい。

・ 児童への新たな刺激が少ない。

・ 同じ学年同士での練り合い・高め合いが難しい。

「学校間の交流」です！

複式学級の課題

1

いつも同じ相手だと
マンネリ化しやすい・・・

日頃の授業に、他校の児童の意見や作品を取り入れる工夫を紹介します。



「学校間の交流」

① 児童の実態を踏まえる

2

○ いつも読んでいる本のジャンルに

偏りがある。

○ 自分の考えを広げたり深めたりする

機会や読書生活の幅を広げるきっかけ

が欲しい！



② 計画を立てる。

○ 相手校や方法を決め、交流の
効果的なタイミングを考える。

3

本時の展開

単元指導計画・5年 単元指導計画・6年



③ 授業を実践する。

○ ねらいと教師の願いに基づいた交流の実現を図る。

4

本学級の児童に
様々なジャンルの本を
紹介してほしい！

いろんな本があるね。

選んだ理由も

友達それぞれだね。

読んだことが
ない本だけど、
おもしろそう！

ピックアップした数名分を
授業の最初に視聴する

相手校(6年生：児童30名)に
「いちばん心に残った本」の
発表の動画を撮ってもらう

相手校でも取り組んでいる教材なので、
早目に学習活動や時期を確認しておく。



学年 単 元 名

５年
○「文字の組み立て方２ 『道』」

○「硬筆の学習 文字の組み立て方 中と外」

６年
○「文字の組み立て方と点画のつながり２ 『歴史』」

○「硬筆の学習 文字の組み立て方 中と外」

5

① 他校と交流するメリットを考える。

「学校間の交流」
同じ学年（同じ字）の作品があれば

児童自身が比較・検討しやすい。

同学年の児童との交流をさせたい！



本時の展開

② 計画を立てる

6

相手校：複式学級（５年児童２名、
６年児童３名)との交流。

まとめ書き(清書)の書写作品に
対して、互いに評価活動を行う。

どちらの学校も同じ課題を共有しているので
交流による効果の共有も期待できる。

○ 相手校や方法を決め、交流の
効果的なタイミングを考える。



7

相手校の児童作品を見て、
評価活動を行う。

相手校の児童作品を見ることで、
同じ字で比較し、よさを見付けながら
字形の整え方について考えを深めた。

自分の作品に対する相手校の
児童からのコメントを読む。

自分の作品に対する感想から、
本時の意欲付けが図られるとともに
字形の整え方の再確認ができた。

あらかじめ、自校と相手校の実施時期と、
作品やコメントを交換する方法について
確認しておく。③ 授業を実践する。



○ より多くの児童から考えや感想を聞くことができる。

→ 多様な考えに触れる機会を保障できる。

○ 複式学級の構成人数に関わらず、同学年での学習が

工夫できる。

→ その学年としての広がりや深まりが期待できる。

学校間の交流のメリット

複式学級での発表・表現の場 相手校との事前の連絡や調整は
必要だが、互いの学校の実態や課題、
その改善策を共有するきっかけにもなる。
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